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研究成果の概要（和文）：本研究では、教員に眼鏡型カメラを装着し、授業実践を記録することで実施する予定
であった。しかし、新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、教室での映像記録を行うことが充分にできな
かった。一方で、得られたデータなどの分析方法の検討および手法の開発などに、研究主題をシフトすること
で、さまざまな知見が得られた。
特に、30から40人の児童生徒の特長をとらえるための統計手法として、従来の頻度論による統計手法とベイズ統
計手法との比較を行った。その結果、小サンプルでの統計にベイズ統計は直接確率が計算できることから、2ク
ラス以上の比較を行う際には、一定程度有効であることなどが示された。

研究成果の概要（英文）：This study was planned to be conducted by equipping teachers with 
eyeglass-type cameras to record classroom practices. However, from the viewpoint of preventing the 
spread of the new coronavirus, it was not possible to sufficiently record video in the classroom. On
 the other hand, various findings were obtained by shifting the research theme to the study of 
methods of analyzing the obtained data and the development of methods.
In particular, a comparison was made between conventional frequency-based statistical methods and 
Bayesian statistical methods for capturing the characteristics of 30 to 40 students. As a result, it
 was shown that Bayesian statistics is effective to a certain extent when comparing two or more 
classes, because it can directly calculate probabilities for small samples.

研究分野：教育データ分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
教育活動の記録には教室の後ろから動画撮影をすることが多いが、教員に眼鏡型カメラを装着しその映像を記録
することで教員視点の記録ができることが分かった。さらに、360度カメラを利用することで、教員と児童生徒
の両方を記録し、授業の様子の再現性が高いことが分かった。
また、教室内での教育活動の効果や成果はエビデンスをもって示していく必要がある。しかし、従来の頻度論的
統計分析では30から40人の少ないデータでの処理は有意な結果が得られないことが多い。本研究では、ベイズ統
計を用いることで、得られた小データから母集団の分布を生成し直接確率を求めることから教育効果のや成果の
比較が可能となることが明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の研究テーマは二つあり、一つ目は授業の動画の著作権について検討すること、二つ目
には授業実践を教室全体の様子と教員の視線を同時に記録することで、教員歴と視点の違いを
明らかにすることであった。そのために授業動画を教室の後方からと、教員に装着した一人称カ
メラによる動画を用いて授業の展開と教員の視線について記録することが研究調査の活動の中
心であった。しかし、2020年から新型コロナウィルス感染拡大防止により学校が閉鎖され研究
調査の活動がほとんど行えなかった。本研究の準備段階として同時並行で行っていた教区デー
タ分析に関する研究があり、その成果を利用することで研究の継続を行った。 
 また、学校閉鎖に加えて大学の全ての講義や実習がオンラインに対応するために研究調査の
時間が確保することが困難となった。そのため、研究当初のデータ収集に加えて、研究の中心を
オンラインで実行可能なものや、データの取得方法の変更などの検討を行い研究の継続をした。 
 したがって、研究開始当初に計画していた授業実践の記録の解析は少なく、オンラインによる
質問紙調査によるデータ分析および教員養成系学生に対する実践及び意識の変容についての研
究成果が多い。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、一人称映像の特徴のひとつ「熟達した教員は授業中に何を見て（視て，診て）
いるか」を明らかにすることであった。しかし、新型コロナウィルス感染防止により、学校現場
での授業記録を得ることができなくなり、研究当初から同時並行で実施していた教育データ分
析を前面に行うこととなった。その研究手法の変更から、教員の視点や意識について授業実践に
おける変容を質問紙調査により明らかにすることを目的とした。特に、数少ない授業映像やオン
ラインによる質問紙調査の解析により、小サンプルに対するデータ分析の手法の検討を新たな
目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 当初計画していた一人称カメラを用いた授業記録がほとんどできない状況であったため研究
方法を大幅に見直すことになった。そのため授業記録には教員や児童生徒への接触がない 360 度
カメラを用いて、教員の視線と児童生徒の様子を記録した。その記録から児童の集中時間と教材
提示の関係などを検討した。 
さらに学校現場における教育実践のほかにも、教員や教員養成系大学の大学生に協力を仰ぎ、
オンラインの質問紙調査を実施しデータの分析を行った。 
特にデータ数の少ない分析には、頻度論的統計分析とベイズ統計との比較を行った。また、オ
ンラインでの教育実習の事前指導の検討など、新たな教員養成の試みなども関連研究として実
施した。 
研究１年目 
 学校現場における小学校プログラミング教育の教育実践を行い動画に記録を行った。さらに、
教員に対する質問紙調査として、小学校プログラミング教育の実践について意識の変容や実践
の検討などの調査を行いデータの分析を行った。 
 研究２年目 
 学校現場における小学校プログラミング教育の教育実践を継続して行い動画に記録を行った。
さらに教員や教員養成系学生への質問紙調査により、小学校プログラミング教育の懸念事項な
どの意識調査を行いデータの分析を行った。 
 研究３年目 
 学校現場における小学校プログラミング教育や算数および総合的学習の時間の教育実践を行
った。さらに教員や教員養成系学生に対する質問紙調査により、算数や理科における授業スタイ
ルおよびエンゲージメントの調査研究を行いデータの分析を行った。 
 研究４年目 
 新型コロナウィルス感染防止のため、学校現場における実践ができなかった。そのため、質問
紙調査などのデータ分析を中心に研究を行った。 
 研究５年目 
 新型コロナウィルス感染防止のため、学校現場における実践ができなかった。そのため、質問
紙調査などのデータ分析を中心に研究を行った。 
 
 
４．研究成果 
 研究成果として、以下の３つに分類される。 
① 授業映像による分析 



授業映像による教員の視点の違いを比較する研究はサンプル数が少なく統計処理が行え
なかったため、特別支援学級における教員の教材提示と児童の授業へのエンゲージメント時
間の比較を行った。その成果は研究会での研究発表を行った。 
 
② 教育データ分析による教員の意識変容 
小学校プログラミング教育が実施されるため小学校教員および中学校教員に対して質問
紙調査を行った。小学校プログラミング教育に対する期待や懸念事項などの意識をテキスト
マイニングの手法で構造を明らかにした。さらにプログラミング教育に対する苦手意識など
の調査から教材の不足、支援体制研修の不足が明らかとなった。その結果は関連学会に手発
表した。 
また、データ分析においては頻度論的統計とベイズ統計による分析を比較することにより、
その特徴を明らかにした。 
一方で、上記の研究の一環として免許更新講習や教員研修、学校での講演などで得られた
知見をもとに、情報モラルや著作権に関する著書を執筆した。 
 
③ 教育データ分析による教員養成系学生の変容 
教員養成系学生に対して、数学の学習観、エンゲージメントなどの質問紙調査を行い、そ
の関係の構造を明らかにした。また、小学校プログラミング教育に関する意識調査も実施し
不安の構造も明らかにした。さらに、教育実習前に経験した体験活動の影響に関する研究も
行い、実査に児童生徒に触れ合う体験活動が教育実習に良い影響を与えることを明らかにし
た。 
 また、オンラインでの教育実習の可能性や事前指導のあり方などの検討も行い、以上の成
果は関連学会に論文投稿や研究発表を行った。 
 一方で、上記の研究の一環としてデータ分析手法に関する知見をもとに、データ分析に関
する著書を執筆した。 
 
本研究の当初の目的が、新型コロナウィルス感染拡大防止による学校閉鎖により変更が余儀
なくされたが、GIGA スクール構想の前倒しの実施や小学校プログラミング教育の開始など、オ
ンラインでの教育のありかたに対して一部ではあるが知見を提供できたのではないかと考えて
いる。引き続き、新しい学びについて研究する予定である。 
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